
常陸太田市・秋田市・仙北市 
三市連携交流 佐竹氏がつなぐ絆

かつて常陸の国を治めていた佐竹氏による歴史的なつながりを機縁として、常陸太田市、秋田
市、仙北市の三市において幅広い分野で交流を行い、市民の友好関係と市政のさらなる発展のた
め「三市連携交流」を行っています。今回は、秋田市・仙北市との合同企画として、三市連携交流都
市の観光スポットやイベントを紹介します。

秋田県のほぼ中央部に位置し、東には霊峰太平山を擁
する出羽山地、西には夕日の美しい日本海が広がる、緑
豊かな公園都市です。

秋田市

仙北市
秋田県の東部中央に位置し、岩手県に隣接する市。水深日本一の田沢湖や武家屋
敷、桧木内川堤のサクラのほか、多くの伝統行事・イベントなど、豊富な観光資源を
有する市として知られています。

◆上桧木内の紙風船上げ　開催時期：毎年2月10日
武者絵や美人画が描かれ、灯火をつけた巨大な紙風船が、きらめく星々のごとく真冬の
夜空に舞う年中行事です。一説では江戸時代の科学者である平賀源内が、銅山の技術指
導に訪れた際に、熱気球の原理を応用した遊びとして伝えたとも言われており、現在では
秋田県を代表する冬の風物詩となっています。

◆角館の火振りかまくら　開催時期：毎年2月14日
雪の中に華麗な火の輪が踊る幻想的なお祭りです。当日14日夕方から各町内ごとに開
催される火振りは、炭俵に1メートルほどの縄を結び、その俵に火を付けて縄の先端を持
ち、自分のからだのまわりを振り回すものです。旧暦の小正月行事の一つで、神聖な火で
田んぼの厄を払うとともに、家族の無病息災・家内安全など、一年の無事を祈願します。

◆秋田竿燈まつり　開催時期：毎年8月3日～6日
秋田竿燈まつりは、五穀豊穣などを祈願する国重要無形民俗文化財で、約２７０年の伝統
を受け継いでいます。「差し手」と呼ばれる参加者は重さ約５０ｋｇの「竿燈」を手のひらや
額、肩、腰に乗せ、巧みにバランスを取ります。約２８０本もの竿燈が大通りを埋め尽くし、
竿燈の提灯にろうそくの灯が一斉にともると、まるで天の川が地上に舞い降りたかのよ
うな幻想的な美しさとなります。

◆千秋公園
千秋公園は、秋田市中心部に位置し、明治時代に公園として整備されました。秋田藩の佐
竹氏が居城とした久保田城跡に広がっており、歴史の面影が各所に感じられます。園内
では春の桜や秋の紅葉など四季折々の自然を楽しむことができ、今年７月にはお堀一面
に咲くハスの花を見ながら散策できる遊歩道が開通しました。多彩な自然と歴史に触れ
ながらリフレッシュできる場所です。
＊ハスの花の見頃：7月上旬～9月中旬

◆角館祭りのやま行事　開催時期：毎年9月7日～9日
国の重要無形文化財に指定されている「角館祭りのやま行事」は、「山・鉾・屋台」の一つと
して「ユネスコ無形文化遺産」に登録されています。この祭りでは、18の丁内が武者人形
や歌舞伎人形をのせた曳山（ひきやま）を曳きまわし、曳山同士が丁内で対面した時にど
ちらが先行するかの交渉が決裂すると力の限り曳山をぶつけ合います。一方で飾山囃
子に合せて優雅な踊りと飾られた豪華な人形も楽しめる、美しさと勇壮さをあわせもつ
お祭りです。

問 市民協働推進課市民協働推進係（内線218）

秋田市秋田市 仙北市仙北市
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国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病

気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家

族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に

必
要
な
給
付
を
行
い
、
み
ん
な
で
支
え

合
う
と
い
う
社
会
保
険
の
考
え
方
で
つ

く
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職

業
等
に
よ
り
次
の
３
種
類
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
…
自

営
業
者
、
農
業
や
漁
業
等
に
従
事
し
て

い
る
方
、
学
生
な
ど

・
国
民
年
金
の
第
２
号
被
保
険
者
…
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

・
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
…
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

原
則
、手
続
き
は
不
要
で
す（
厚
生
年
金・

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
き

国民年金Ｑ＆Ａ よくある質問にお答えします
◆問：保険年金課年金医療係（内線１１８）／水戸北年金事務所国民年金課
      （０２９-２３１-２２８３）

ま
す
）。
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね

２
週
間
以
内
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」「
国
民
年
金

加
入
の
お
知
ら
せ
」「
国
民
年
金
保
険
料

納
付
書
」
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。「
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
」
に
は
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
す
べ
て
の
制
度

に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
基
礎
年
金
番

号
（
10
桁
の
番
号
）
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
入
制
度
の
変
更
手
続
き
や
年

金
の
請
求
手
続
き
な
ど
で
使
用
す
る
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
は
金
融
機
関
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
、
電
子
納
付
も

で
き
ま
す
。ま
た
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
納
付
も
可
能
で
す
。

◆
付
加
保
険
料
は
申
出
月
か
ら
の
加
入

と
な
り
ま
す
の
で
、
20
歳
到
達
月
（
20

歳
の
誕
生
月
の
前
日
が
含
ま
れ
る
月
）

か
ら
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お

早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

学
生
の
方
で
、
ご
本
人
の
所
得
が一定
額

以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

＊
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
が
1
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し

て
い
る
方
）
に
在
籍
す
る
学
生
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が一定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
が
、
海
外

に
居
住
す
る
場
合
は
、
国
民
年
金
の
加

入
資
格
を
喪
失
し
ま
す
が
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
申
出
に
よ
り
国

民
年
金
に
任
意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　
　
　
　

◆
任
意
加
入
後
の
保
険
料
の
納
付
方
法

・
口
座
振
替
…
日
本
国
内
に
開
設
し
て
い

る
預
貯
金
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し

・
納
付
書
…
国
内
に
い
る
親
族
等
の
協

力
者
が
ご
本
人
の
代
わ
り
に
納
め
る
。

＊
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
方

は
、
免
除
・
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
の
収
入
金
額
や
、
そ
の
他
の
所
得
が一

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方
に
は
日
本

年
金
機
構
か
ら
封
筒
が
届
き
ま
す
。
所

得
等
の
要
件
に
よ
り
不
該
当
と
な
っ
た
方

で
も
、
世
帯
構
成
の
変
更
や
所
得
額
の

更
生
等
に
よ
り
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
請
求
書
を
提
出

い
た
だ
く
こ
と
で
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
：
0
5
7
0-

0
5-

4
0
9
2

＊
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

国民年金通信

Q

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Q

海
外
に
住
ん
で
い
て
も
国
民
年
金

に
加
入
で
き
ま
す
か
？

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

Q

国
民
年
金
は
ど
の
よ
う
な
人
が
加

入
す
る
の
で
す
か
？

Q

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な

手
続
き
が
必
要
で
す
か
？

年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
に
つ
い
て
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INFORMATION
高
額
な
前
金
を
支
払
っ
た
の
に
…

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル

外
壁
や
屋
根
な
ど
の
戸
建
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

で
、高
額
な
前
金
を
支
払
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
か
な
か
工
事
が
進
ま
な
い
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
契
約
す
る
前
に
複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取

り
、
費
用
だ
け
で
な
く
、
工
期
や
、
施
工
体
制
、
保
証
内
容

等
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
高
額
な

費
用
の
全
額
前
払
い
は
避
け
、
完
成
後
の
支
払
い
を
主
と
し

た
契
約
に
し
ま
し
ょ
う
。
工
事
が
滞
っ
た
際
の
備
え
と
し
て
、

遅
延
補
償
の
定
め
等
が
契
約
書
に
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
、市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雨
漏
り
が
あ
っ
た
た
め
、
事
業
者
に
見
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
「
腐
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
」
と
言

わ
れ
屋
根
工
事
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
見
積
額
が
約
４
５
０

万
円
と
高
額
だ
っ
た
の
で
、
他
社
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
比

較
し
よ
う
と
し
た
が
「
当
社
は
職
人
が
そ
ろ
っ
て
お
り
工
事

が
早
く
済
む
」
と
言
わ
れ
契
約
し
た
。
工
事
前
に
半
額
程
度

の
支
払
い
を
し
た
が
足
場
を
組
ん
だ
後
に
な
っ
て
「
職
人
の
手

配
が
で
き
ず
工
事
は
約
半
年
後
に
な
る
」
と
告
げ
ら
れ
た
。

解
約
を
申
し
出
る
と
解
約
料
が
か
か
る
と
言
わ
れ
納
得
で
き

な
い
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

事 

例 

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
民
協
働
推
進
課
内 

70
‐
１
３
２
２
）

＊
す
べ
て
午
前
10
時
か
ら
開
会
し
ま
す
。

＊
12
月
定
例
会
で
審
査
さ
れ
る
請
願
の

提
出
期
限
は
、
11
月
25
日
（
月
）
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

＊
議
事
の
日
程
・
時
間
等
は
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
：
議
会
事
務
局 （
内
線
４
３
２
）

＊
す
べ
て
午
前
10
時
か
ら
開
会
し
ま
す
。

＊
12
月
定
例
会
で
審
査
さ
れ
る
請
願
の

提
出
期
限
は
、
11
月
25
日
（
月
）
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

＊
議
事
の
日
程
・
時
間
等
は
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
：
議
会
事
務
局 （
内
線
４
３
２
）

消
費
生
活
相
談

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
・
増
進
お

よ
び
体
力
向
上
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
で

は
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
お
よ
び

ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
の
団
体
の
皆
さ
ん

で
体
験
・
指
導
を
希
望
す
る
と
き
は
、

お
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
73‐０
０
９
０
）

へ
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
・
増
進
お

よ
び
体
力
向
上
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
で

は
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
お
よ
び

ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
の
で
、
地
域
の
団
体
の
皆
さ
ん

で
体
験
・
指
導
を
希
望
す
る
と
き
は
、

お
近
く
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
73‐０
０
９
０
）

へ
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

市
議
会
定
例
会

スポーツウエルネス吹矢指導の様子（サロン・小沢会の皆さん）スポーツウエルネス吹矢指導の様子（サロン・小沢会の皆さん）

開 催 日 議 事 予 定
12月2日(月)
12月3日(火)
12月4日(水)
12月5日(木)
12月6日(金)
12月7日(土)・8日(日)
12月9日(月)
12月10日(火)
12月11日(水)
12月12日(木)・13日(金)
12月14日(土)・15日(日)
12月16日(月)

本会議(開会・議案説明)
休会(議案調査)
本会議(一般質問)
本会議(一般質問)
本会議(議案質疑)
休会
常任委員会(総務委員会)
常任委員会(文教民生委員会)
常任委員会(産業建設委員会)
休会(議事整理)
休会
本会議(委員長報告・採決・閉会)

常陸太田市からのお知らせ
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常陸太田市からのお知らせ

12月2日からの健康保険証のお知らせ
国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ

国の法改正に伴い、12月2日(月)からは従来の保険証の発行がなくなり、マイナ保険証(保険証利用登録がされたマイナンバーカー
ド)を基本とする仕組みに移行します。マイナ保険証をお持ちかどうかで医療機関での受付の仕方が変わりますのでご注意ください。

◆問：国民健康保険加入の方…保険年金課国保係(内線114)／後期高齢者医療制度加入の方…保険年金課年金医療係(内線117)

※1…12月2日時点でお手元にある保険証は有効期限まで使用できます。12月2日以降、保険証の新規発行、転居等による差し替
えや再交付はありません。お手元の保険証を紛失した場合、マイナ保険証を持っていない方は資格確認書の申請が必要です。
※2…マイナ保険証を持っていない方には、お手元にある保険証の有効期限が切れる前に保険証の代わりとなる「資格確認書」
を交付しますので、引き続き保険診療を受けることができます(申請不要)。また、マイナ保険証を持っている方には「資格情報
のお知らせ」を送付します。マイナ保険証の読み取りができない例外的な場合は、マイナ保険証とともに「資格情報のお知らせ」
を医療機関に提示してください。
※3…後期高齢者医療制度に加入している方には、令和7年8月更新までの暫定的な運用として、マイナ保険証を持っている方
にも資格確認書を交付します。

【医療機関受診に必要なもの】

マイナ保険証を持っていない方

マイナ保険証を持っている方

保険証の有効期限まで
(最長R7.7.31 まで有効)※1※3 保険証の有効期限後

マイナ保険証または保険証 マイナ保険証※2

保険証 資格確認書※2※3

滞納が続くと、医療費が10割負担となり、後日その内容を審査し決定した金額から7割相当額を給付することになります。12月
2日以降、従来の短期被保険者証(短期証)や被保険者資格証明書(資格証)は廃止され、マイナ保険証をお持ちでない方には「資
格確認書(特別療養)」を交付する予定です。国民健康保険税に滞納がある方は、お早めに納付をお願いします。

●国保税に滞納があると、医療費が10割負担になる可能性があります

●マイナ保険証を使うメリット
データに基づく適切な医療が受けられる

健診結果や、過去に処方された薬の情報が医師や薬剤
師と共有されるため、データに基づいた適切な医療が受
けられます。

自身の健康管理を確認できます
「マイナポータル」を利用すれば健康記録や薬剤情報を
閲覧できるので、きめ細やかな健康管理ができます。

医療機関で、限度額以上の支払いが免除に
医療費が高額になったとき、「限度額適用認定証」を掲
示しなくても、自己負担限度額以上の支払いが免除され
ます。

 医療費控除の確定申告が簡単に
医療費控除を受けるための確定申告で、領収書が提出
不要となり、簡単な手続きで行えるようになります。

【12月2日以降のイメージ】
12月2日

有効期限
（最長令和7年7月31日）

マイナ保険証または保険証

マイナ保険証

資格確認書

マイナ保険証
有

無

● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-111119 ● 里美支所 82-2111　● 水府支所 85-1111
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詳しくはこちら！

申…申し込み、申請、届出先　　問…問い合わせ先

天神林町交差点

JR谷河原駅
利用者迂回路 349349

佐竹高校
入口交差点

渋江川

山田川

久慈川

157

河
合
駅

349
349

藤田町交差点

上河合交差点

61

166

梵天山入口
交差点

谷
河
原
駅

有料観覧席

協賛席

道の駅
ひたちおおた

11月30日午後1時～12月1日午後3時

11月29日午前8時30分～12月1日午後3時

11月28日正午～12月1日午後3時

11月30日午後1時～12月1日午後3時

11月30日午後1時～12月1日午前0時

11月30日午前8時～12月1日午後3時

11月30日午前8時～12月1日午前0時

通行止め路線

通行止め路線

通行止め路線

通行止め区域②

通行止め区域①

通行止め区域③

迂回路

常陸太田市市制施行70周年・合併20周年記念花火大会に伴う交通規制について

花火大会の開催に伴い、11月28日(木)から順次会場周辺の交通規制を行います。下図の通行止め区域および通行止め路線につい
ては、車両の通行ができなくなります。また、立入禁止区域については人の立ち入りも禁止します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
◆花火大会日程：11月30日（土）午後２時開場、5時打上開始　＊荒天時は翌日に順延
◆規制区域周辺図

【清掃ボランティアに参加しませんか】
花火大会翌日に会場周辺の清掃を行うボランティアを募集します。皆さんで会場をきれいにし、花火大会を
締めくくりませんか。
◆とき：12月1日（日）午前9時から1時間半程度
◆申込方法：電話または市観光物産協会ホームページ内申込フォームからお申し込みください。
◆申・問：記念花火大会実行委員会事務局（市観光物産協会内 72-8194）

＊会場周辺には無料観覧のための駐車場はありません。
＊交通の妨げや近隣の方への迷惑となりますので、路上駐車はご遠慮ください。

立入禁止区域

市内小中学生観覧席



＊ご案内の内容は中止・変更になる場合があります。
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申し込みフォーム

◆
対
象
：
市
内
に
住
所
お
よ
び
農
地

を
有
し
、
販
売
を
目
的
と
し
た
農
産

物
の
少
量
多
品
目
生
産
売
れ
筋
野
菜

栽
培
（
水
稲
育
苗
の
み
は
除
く
）
に

取
り
組
む
方
や
団
体

＊
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
経
費
：
農
業
用
簡
易
ハ
ウ
ス

本
体
（
設
置
工
事
費
含
む
）
の
新
設

や
増
設

◆
補
助
額
等
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
20
万
円
）

◆
対
象
：
市
内
に
住
所
や
活
動
拠
点

を
有
す
る
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
、

市
特
産
品
認
証
者
等

◆
対
象
事
業
：
市
内
産
の
農
林
水
産

物
や
そ
れ
ら
加
工
品
等
の
、
海
外
輸

出
や
県
外
へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
た

事
業

◆
対
象
経
費
：
展
示
商
談
会
等
の
出

農
産
物
の
有
利
販
売
を

目
的
と
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

設
置
を
補
助
し
ま
す

展
料
、
会
場
設
営
費
、
運
搬
費
、
交

通
費
、
通
訳
料
等

◆
補
助
額
等
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
海
外 

上
限
50
万
円
／
県
外
・

オ
ン
ラ
イ
ン 

上
限
20
万
円
）

＊
年
度
１
回
限
り

◆
対
象
者
：
市
内
に
住
所
や
活
動
拠

点
を
有
す
る
個
人
、
法
人
等

＊
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
場

合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
事
業
：
市
内
産
の
農
林
水
産

物
や
市
の
歴
史
、
風
土
、
文
化
的
背

景
等
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開
発
・

改
良

◆
対
象
経
費
：
原
材
料
費
、
賃
借
料
、

委
託
費
等

◆
補
助
額
等
：
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
50
万
円
）

【
共
通
事
項
】

＊
事
業
着
手
前
に
申
請
が
必
要
と
な

る
た
め
、
活
用
を
検
討
さ
れ
る
場
合

は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
・
問
：
販
売
流
通
対
策
課
（
内

線
６
６
１
）

農
産
物
や
加
工
品
等
の

海
外
輸
出
や
県
外
へ
の

販
路
拡
大
を
支
援
し
ま
す

商
品
の
開
発
や
既
存
商
品
の

改
良
を
支
援
し
ま
す

介
護
に
関
す
る
不
安
が
安
心
に
か
わ
る

５
日
間
で
す
。
交
流
を
し
な
が
ら
、
介

護
の
基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。 

◆
と
き
：
令
和
７
年
１
月
18
日
（
土
）・

25
日（
土
）、２
月
１
日（
土
）・９
日（
日
）・

16
日
（
日
）

◆
と
こ
ろ
：
総
合
福
祉
会
館
会
議
室

◆
対
象
：
市
内
在
住
お
よ
び
在
学
の
中

学
生
以
上
の
方

◆
内
容
：
福
祉
の
制
度
と
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
・
高
齢
者
の
病
気
・
認
知
症
の
基

礎
知
識
、
高
齢
者
と
栄
養
、
口
腔
ケ
ア
、

介
護
技
術
の
基
本

◆
定
員
：
20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

◆
受
講
料
：
５
０
０
円

◆
申
込
期
限：令
和
７
年
１
月
10
日（
金
）

◆
申
込
方
法
：
下
記
Q
R
コ
ー
ド
ま
た

は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
各
支
所
）
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
講
座
を
受
講
し
た
方
に
修
了
証
書
を

発
行
し
ま
す
。

◆
申
・
問
：
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
73

‐
１
７
１
７
）
／
同
金
砂
郷
支
所
（
76
‐

１
０
０
２
）
／
同
水
府
支
所
（
85
‐
０
４

３
３
）
／
同
里
美
支
所
（
82‐３
１
４
５
）

◆
市
関
係
課
：
高
齢
福
祉
課

あ
ん
し
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
介
護
講
座

（
冬
期
コ
ー
ス
）参
加
者
募
集
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茨
城
の
電
力
王
と
言
わ
れ
た
前
島
平
と

前
島
を
支
え
た
7
人
の
人
々
の
活
躍
と
、

常
陸
太
田
か
ら
雄
飛
し
た
佐
藤
進
、
梅

津
福
次
郎
、
竹
内
権
兵
衛
、
小
泉
秀
吉
、

黒
澤
酉
蔵
の
足
跡
を
た
ど
り
、
常
陸
太

田
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
す
。 

◆
と
き
：
12
月
14
日
（
土
）
午
後
３
時

〜
４
時 

◆
と
こ
ろ
：
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
室 

◆
内
容
：
講
義
「
明
治
期
に
活
躍
し
た

常
陸
太
田
の
偉
人
た
ち 

〜
人
が
歴
史
を

創
り
、
歴
史
は
人
を
作
る
〜
」 

◆
講
師
：
先
﨑 

千
尋
氏
（
元
茨
城
大
学

地
域
総
合
研
究
所
特
命
教
授
〈
元
瓜
連

町
長
〉） 

◆
定
員
：
50
人
（
事
前
申
込
不
要
） 

◆
参
加
料
：
無
料 

◆
問
：
常
陸
太
田
知
道
会 

綿
引
（
０
９

０
‐
４
０
９
８
‐
３
６
８
６
）

＊
常
陸
太
田
知
道
会
は
、
水
戸一高
の
地

域
同
窓
会
で
す
。
地
域
貢
献
の
た
め
、

年
１
回
公
開
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

◆
市
関
係
課
：
生
涯
学
習
課

紅
葉
・
つ
り
橋
の
幻
想
的
な
景
色
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
： 

12
月
１
日（
日
）ま
で　

・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
…
11
月
24
日（
日
）ま

で
日
没
〜
午
後
7
時

◆
と
こ
ろ
：
花
貫
渓
谷
（
高
萩
市
大
能

地
内
）

・
駐
車
場
…
花
貫
駐
車
場
（
１
１
０
台
）

／
大
能
駐
車
場（
40
台
）

・
駐
車
料
金
…
普
通
車
1
千
円
／
バ
ス

3
千
円

＊
高
萩
駅
か
ら
有
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ

り（
11
月
16
日（
土
）〜
24
日（
日
））

◆
問
：（一社
）高
萩
市
観
光
協
会（
０
２

９
３
‐
23
‐
２
１
２
１
）

【
高
萩
市
】

花
貫
渓
谷 

紅
葉
ま
つ
り

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

東
海
村
の
特
産
品
で
あ
る
「
サ
ツ
マ
イ

モ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
、
県
内
唯一の「
サ

ツ
マ
イ
モ
」の
お
祭
り
で
す
。

◆
と
き
：
11
月
23
日
（
土
･
祝
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

＊
雨
天
決
行
、荒
天
中
止

◆
と
こ
ろ
：
阿
漕
ケ
浦
公
園
（
東
海
村

村
松
）

◆
入
場
料
：
無
料

◆
問
：
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
運
営

協
議
会（
東
海
村
観
光
協
会
内 

０
２
９

‐
２
８
７
‐
０
８
５
５
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
創
り
出
す
幻
想

的
な
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。「
ひ

た
ち
〜
冬
の
さ
く
ら
ま
つ
り
〜
」
を
同

時
開
催
！

◆
と
き
：
11
月
16
日
（
土
）
〜
令
和
７

年
１
月
13
日（
月
・
祝
）

◆
と
こ
ろ
：
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

新
都
市
広
場（
日
立
市
幸
町
）、
日
立
駅

前
広
場
照
明
塔
・
自
由
通
路

◆
問
：Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｌ

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
…
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー（
24
‐
７

７
１
１
）
／
ひ
た
ち
〜
冬
の
さ
く
ら
ま

つ
り
〜
…
日
立
市
観
光
物
産
協
会
（
24

‐
７
９
７
８
）

【
東
海
村
】

第
28
回

「
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
」

【
日
立
市
】

Ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

２
０
２
４

詳細はこちら！

詳細はこちら！

市
民
公
開
講
座



久
米
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
幼
稚
園
年
長
か
ら
小
学
6
年

生
が
活
動
す
る
ほ
か
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
中
学
生
・
高
校
生
も
登

録
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
て
、
心
身
と
も
に
成
長
し
、
長

く
運
動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
子

ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
技
能
的
な
成

長
は
も
ち
ろ
ん
、
仲
間
と
の
協
力
や

努
力
を
通
し
て
得
ら
れ
る
精
神
的
な

成
長
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

お
い
で
よ
!

ま
た
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
鬼
ご
っ
こ
大
会
に
参
加
し
た

り
、プ
ー
ル
に
行
っ
た
り
、ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
を
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
！
全
国
大
会
へ
の
出
場

経
験
も
あ
る
コ
ー
チ
陣
が
、
個
別
指

導
や
楽
し
い
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
久
米
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
、
最
高
の
仲
間
と
と
も
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

久米ソフトボールスポーツ少年団

元
気

い
っ
ぱ
い
に

踊
っ
た
よ
！

市
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
、
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
を
ご
紹
介
！

心
と
体
を
鍛
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
新
た
な
自
分
、

新
た
な
仲
間
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
た
ち
へ
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

うぐいすこども園

毎週土日、午前8時30分～正午
大方運動公園、金砂郷小学校グラウンド

Team Data

活動日時
活動場所

22人（男子18人・女子4人／中学生含む）会 員 数

圷（090-8945-2302）連 絡 先

23



おめでとうございます

はじめての
お誕生日

屋代 蓮司さん11 月 22 日生まれ／磯部町

れんじ筒井 結空さん11 月 20 日生まれ／中染町

ゆあ 佐藤 未來理さん11 月 27 日生まれ／里川町

みくり

佐久間 蓮さん11 月 6 日生まれ／東二町

れん 小林 義範さん11 月 15 日生まれ／馬場町

よしのり

11月で１歳です

今月の表紙は、市制施行70周年・合併20周年記念「中学生
と市長、教育長との対話会」で水府中学校を訪問した際の
写真です。市長・教育長へ、将来の夢や市の魅力、市の未来
についてそれぞれの想いや意見を元気いっぱいに話しました。

表紙に
よせて

満１歳のお子さんの写真大募集！！

市内に住所を有する令和 6年 1月生まれのお子さん（1月号掲載分）
12月 10日（火）
お子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　（内線 303）

対　　象
〆　　切
必要事項
申・問

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課
常陸太田市役所　〒313-8611 茨城県常陸太田市金井町 3690　電話 0294-72-3111（代表）

＊QRコードは（株）デンソーウェーブ登録商標です。
ホームページ X エックス

常陸太田市ホームページ・SNS

１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下のＱＲコードを読み込んでスマート
フォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての誕生日申し込
み」からでもOKです。プリントした写真を持参や郵送していただくことも可能です。広報広聴課までお送りください。
＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。
＊男女平等・多様性尊重の観点から、敬称を「さん」に統一しています。


